








要約:我々はハイリスク新生児発達評価基準を作成するために従来、新生児の発達評価項

目としてあげられていた種々の項目について何が最も発達評価として有効であるかを検討

すると共に、周産期因子のうち、どんな項目がその後の発達と相関するかを検討し、これ

らをもとにして評価基準案を作成した。早期産児用と満期産用の 2つに分かれ、それそれ

はハイリスク因子、神経学的発達評価、画像などの検査所見より構成され診察を 2回行う。

項目はスコア化されており、評価は 2回診察法の結果をもとにして総合得点によりなされ

る。得点により正常、異常、疑いの 3段階で評価される。今後、プロトコールの有効性と

予後との相関を検討し、最終的プロトコールを作成する予定である。


